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　この原稿を書いているのは 10 月 30 日で，間もなく 11 月の声を聞く時期である．本日の気温は一昨
日，昨日と同じで 24℃を超えている．例年ならば山は紅葉のシーズンのはずが，いまだその便りがない．
　日本の美しい四季は，けじめのない四季へと変化してしまった感がある．2007 年の夏は異常に暑く，
日本全国で熱中症が多発した．熱中症によって救急車で運ばれた患者数は全国で 3,000 人を超え，70 
人以上の死者が出ている．また，各地では観測史上例のない最高気温を記録し，記録的な大雨による
洪水の被害もいたる所で発生した．これらはすべて地球温暖化の一現象であろう．
　これらの異常気象は日本だけでなく世界中に恐ろしい被害をもたらした．欧州，中国の集中豪雨，
巨大ハリケーンの発生，穀物の減収，世界の砂漠化現象など，温暖化現象がもたらしている問題は年々
深刻になってきている．しかも，この温暖化現象は予測をはるかに上回って進行しており，このまま
放置すると 10 年，20 年という短期間のスパンで地球に危機的状況をきたし得ると考え出した．氷河の
融解・海水の膨張によって南の島は水没し，塩水が淡水地域に流れ込んで甚大な農作物の被害をもた
らす．野生動物は 18～35％が絶滅し，マラリアなどの熱帯病が蔓延すると考えられている．
　人類は文明の発達とともに自然を破壊し，経済成長・技術開発に伴って温室効果ガスを産出するこ
とで急速に地球環境を破壊した．そして，そのつけは，もうどうしようもないところまできてしまっ
ている．これに対し，地球温暖化問題を真剣に大きな問題として取り上げたのは 1972 年の「ローマク
ラブ」にさかのぼるが，その後，1987 年の「モントリオール議定書」でオゾン層破壊物質の排出規制
に乗り出し，1992 年にはリオにて開催された「地球サミット」が，また，1997 年には「京都議定書」
がアメリカ，オーストラリア抜きで温室効果ガス排出規制を設定したことは記憶に新しい．
　京都議定書によって日本は温室ガスの排出量を 1990 年と比較し 6％削減する義務を負ったが，2004 
年度の温室ガス総排出量は 13 億 5 千 5 百万トンで，京都議定書の議定による 12 億 5 千 5 百万トンを 
8％も上回っている．しかも，その延び率は家庭部門が工業部門を上回っていることがわかった．
　われわれが日常，快適に生活を過ごすべく使用している車や各種の家庭電化製品が地球温暖化促進
に拍車をかけているのである．もちろん，企業の責任者は工業生産に伴う温室効果ガス排出規制を厳
しく実践することが社会的責任として必要だが，われわれも日々の生活のなかで，もっともっと地球
温暖化防止のための対策に目を向けるべきではないか．他人事とは思わず，1 人でも多くの人がそのこ
とに目を向けること，これが美しい地球を守るわれわれのささやかな義務ではないか．毎日のささや
かな行動が，やがては大きな集団の力となり，国を動かし，世界を動かし，加速度的に進んでいる温
暖化防止のための一助となることを信じたい．

 （炭山嘉伸）
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